
学生の演習課題と
オープンソースソフトウェアの
コード品質比較の試行
大阪大学基礎工学部情報科学科 大阪大学大学院情報科学研究科
阿部修也 , 氏原直哉 , 酒井亮太郎 , 幸佑亮 石尾隆 , 井上克郎

背景 方法
大学のプログラミングに関する授業において，「良

いプログラム」を書くべきであると指導されることが
よくある．しかし，学生が具体的にどのような点を意
識すればよいのかは，定かではない．

そこで本研究では，「良いプログラム」と学生のプ
ログラムの差を調べることにより，プログラムの記述
において注意すべき点を明らかにすることを試みた．

「良 い プ ロ グ ラ ム」に は シ ェ ル の オ ー プ ン ソ ー ス ソ フ ト ウ ェ ア
(ash,ast-ksh, bash, zsh, sh, tcsh, rsh) を選択し，大阪大学基礎工学部情
報科学科の 3 年生が昨年度の授業で作成したシェルプログラム 13 人分
との比較対象とした．

「良いプログラム」は，適度にモジュール化され，読みやすいと仮定し，
関数ごとのステートメント数，ソースファイルごとのコメント行の割合，
条件分岐行の割合という 3 つのメトリクスを計測，比較した．

予想
オープンソース ＜ 学生

良 い プ ロ グ ラ ム は 適 度 に モ
ジュール化されてそれぞれの関数
が簡潔になっているため、関数あ
たりのステートメント数が小さく
なると予想した。
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ジュール化を進め，教員はその奨励
をすべきである。

平均値、中央値に大きな差が認
められないのはオープンソースソフト
ウェアに多数存在する巨大な関数の
影響であると考えられる。

学生の方が
関数あたりの行数が大きい01:関数ごとの

ステートメント数

予想
オープンソース ＞ 学生

良いプログラムは保守や他人
がコードを読む可能性も想定し、
関数や分岐の説明を詳細に行って
いるため学生よりもコメントが多
いと予想した。

学生はコメントを増やす必要はな
く，教員はコメントに頼らない簡潔
なプログラムを奨励すべきである。

教員の奨励により学生のコメント
が多くなったと考えられる。ただしす
べてのコメントに意味があるとは限
らない。

学生の方が
コメントの割合が大きい02:ソースファイルごと

のコメント行の割合

予想
オープンソース ＜ 学生

アルゴリズムの考察は開発者
の経験や知識をもとに行われて選
定されるため、良いプログラムは
学生に比べて分岐の割合が小さい
と予想した。

学生は簡潔なプログラムにするた
め分岐を減らし，教員は学生に記述
前の設計を重視させるべきである。

OSS 側のデータは比較的広範囲
に散らばっている。これは実装した
機能や開発者の多様さによるものと
考えられる。

学生の方が
分岐の割合が大きい03:ソースファイルごと

の条件分岐行の割合

本稿は大阪大学基礎工学部情報科学科の授業科目「情報科学ゼミナール A」において，
学部 3 年生である著者 4 名が自主研究課題として実施した内容の報告である．
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